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1. 組織の概要

1 名称及び代表者名
事業所名 有限会社いろは堂

伊藤　宗正

(2) 所在地

本社・本店・工場　：長野県長野市鬼無里１６８７－１

支店 長野東急店 ：長野県長野市南千歳１丁目１−２
MIDORI長野店 ：長野市南千歳1-22-6　MIDORI長野店2F
善光寺仲見世店 ：長野市元善町486
エキュート立川店 ：東京都立川市柴崎町3-1-1　JR立川駅2F 南改札外
小布施店 ：長野県上高井郡小布施町小布施977
長野工場・OYAKIFARM ：長野県長野市篠ノ井杵淵7-1

(3) 環境管理責任者・連絡先
責任者 伊藤拓宗

連絡先 TEL ： ０２６－２５６－２０３３
FAX ： ０２６－２５６－３２８２
e-mail ：hiromu@irohado.com

(4) 事業内容 おやきの製造・販売

(5) 事業の規模
創業 大正14年12月

資本金 35,000千円

売上高 500,000千円

敷地面積
本社 2308㎡

従業員 110名

2. 対象範囲
対象事業所：本社・本店・工場

長野工場・OYAKIFARM
対象外：長野東急店、MIDORI長野店、善光寺仲見世店、エキュート立川店、小布施店
　　　　　
・全組織、全活動、全従業員が対象となるよう3年以内を目安に各支店の段階認証を目指す。
本社・本店・工場
MIDORI長野店、善光寺仲見世店　
長野東急店、小布施店
エキュート立川店
・事業年度：4月～3月
・レポート対象期間　2022年4月～2023年3月
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代表取締役



3．実施体制
１）組織図

２）責任及び権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

・ システムの構築・運用及び管理に必要な資源を用意する。

・ 環境方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施する。

・ 代表者に代わりシステムの構築・運用状況を監視、結果を代表者に報告する。

・ 推進委員会を定期的に開催し、活動内容と問題点の確認と改善を指示する。

・ 法規制等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする。

・ 環境目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する。

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。

・ 環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局。

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成。

・ 環境目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境活動レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・ 自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告｡

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理。

・ 緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練の実施と記録。

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・ 環境方針、環境目標を基本に定められた活動計画に従い業務を遂行する。

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案

・ 異常時、緊急時の報告
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部門責任者
統括本部長　遠藤　竜太郎

部門責任者
工場長　塚田　勇希

2024年3月までに拡大 2025年3月までに取得

部門責任者
支店担当営業課長

荒井　優頼

部門責任者
企画課長　服部洋介

部
門
責
任
者

全
従
業
員

代
表
者

管
理
責
任
者

事
務
局

代表者
代表取締役社長 伊藤 宗正

環境管理責任者
専務取締役 伊藤 拓宗

環境事務局

統括本部長 遠藤 竜太郎

エキュート立川店小布施店長野東急店善光寺仲見世店ＭＩＤＯＲＩ長野店

長野工場・

OYAKIFAR

鬼無里本店・

工場



信州を代表する食品を製造する私たちは、製品原材料の多くを地域の自然の

恵みから享受しており、その豊かな自然環境を次世代へ継承する責任があります。

会の実現に向け、以下の行動指針に基づき、環境経営を推進します。

　 １．地域社会との共生に配慮した事業活動を行うとともに、環境保護活動に

２．事業活動において、省資源・省エネルギーの削減に取り組み、

3.食品廃棄物の削減に取り組みます。

4．環境の保全に関して適用される法規制及び自主基準を守ります。

5．環境目標を設定し、定期的又は必要に応じて見直しを行い、継続的改善を
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4.　環 境 経 営 方 針

事業を展開しています。

行動指針

　　積極的に参加します。

　　ＣＯ２排出量の低減に努めます。

　　図ります。

私たちは「おやきを通じて人と地域の幸せを実現しつづける」と言う理念のもと

　　　　代表取締役社長　　伊藤　宗正

　　　　制定日　２０２０年１２月１５日

有限会社いろは堂

地球環境保全は経営の最重要課題のひとつであると認識し、持続可能な社



４月～３月

単　位 基準値(2019年) 2020年目標 2021年目標 2022年目標

kg-CO2 250,610 248,104 245,598 240,661

(%) 100% 99% 98% 97%

kＷh 355,694 352,137 345,094 334,741

ℓ 3,597 3,561 3,525 3,489

ℓ 1,958 1,938 1,919 1,899

ℓ 1,373 1,359 1,346 1,332

m3 8,731 8,644 8,557 8,469

ｋｇ 6974(2021実績) 6,765

一
般 可燃ごみ ｋｇ 10,455 10,350 10,143 9,839

産
廃 混合 ｋｇ 30630(2021実績) 30,324

㎥ 4,170 4,128 4,087 4,045

(%) 100% 99% 98% 97%

４月～３月

単　位 2022年実績 2023年目標 2024年目標 2025年目標

kg-CO2 198,864 196,875 194,887 190,969

(%) 100% 99% 98% 97%

kＷh 327,852 324,573 318,082 308,540

ℓ 4,896 4,847 4,750 4,608

ℓ 2,770 2,742 2,687 2,607

ℓ 1,414 1,400 1,372 1,331

m3 7,992 7,912 7,754 7,521

ｋｇ 722 715 700 679

一
般 可燃ごみ ｋｇ 8,894 8,805 8,629 8,370

産
廃 混合 ｋｇ 31,560 31,244 30,620 29,701

㎥ 3,294 3,261 3,196 3,100

(%) 100% 99% 98% 97%

2022年に長野工場が建設され当初の目標が指標とならなくなったため
２０２３年以降の目標は2022年の実績から算出した新たな目標を作成した。

中部電力ミライズ　　2022年度　二酸化炭素調整後排出係数　0.388kg-CO2/kＷhを使用
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炭
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減

ＣＯ２排出量

電力

ガソリン

軽油

灯油

プロパンガス

水
削
減

水使用量

5. 　環境経営目標　鬼無里工場（中長期）

項　　目

ＣＯ２排出量

電力

ガソリン

軽油

灯油

プロパンガス

二
酸
化
炭
素
削
減

廃
棄
物

食品廃棄物



４月～３月

単　位 基準値(2022年) 2023年目標 2024年目標 2025年目標

kg-CO2 358,465 354,881 351,296 344,234

(%) 100% 99% 98% 97%

kＷh 791,467 783,552 775,637 767,723

ℓ

ℓ

ℓ

m3 8,273 8,191 8,108 8,025

ｋｇ 8,495 8,410 8,326 8,240

一
般 可燃ごみ ｋｇ 28,120 27,839 27,560 27,276

産
廃

混合 ｋｇ 19,133 18,942 18,753 18,559

㎥ 4,813 4,765 4,718 4,669

(%) 100% 99% 98% 97%

長野工場は２０２２年７月から稼働しているので１年の実績がないので2022年7月～2023年3月の実績を
３で割り４を掛けた数値にすることでおおよそ１年の実績とし、目標基準値とした。
2023年は上記の目標で運用し、2023年の実績に大きな乖離がある場合は変更を検討する。
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5. 　環境経営目標　長野工場（中長期）

項　　目

二
酸
化
炭
素
削
減

ＣＯ２排出量

電力

ガソリン

軽油

灯油

プロパンガス

鬼無里工場へ計上



6.環境経営計画
二酸化炭素削減について

→ フライヤー/休憩時：節電モード　昼休み時：電源オフ

→ 休憩室(男・女)　休憩中以外は照明オフ

OA機器適正管理 → 未使用時電源オフ・節電モードの徹底

エアコンフィルターの掃除 → 週1回

エアコンのタイマー設定 → 起動・停止の時間設定し消費電力を抑える

工場稼働時間の短縮 → 製造記録の就業時間で管理

退社時電源チェック → 目視確認

全車両（会社所有、通勤車両）に適用する

エコドライブの実施 → 急発進・急停止排除、経済速度の励行

アイドリングストップの実施 → エンジン停止、空ふかし排除

運行車輌の削減 → 乗り合わせなどにより運行車輌を減らす

車両管理の徹底 → 車両点検、適正空気圧、エンジンオイル等の管理

運行管理の徹底 → 最適運行最短距離の選択

灯油ストーブ温度管理の
徹底

→ ムダなストーブを使用しない（冬季20℃～22℃

退社時電源チェック → 目視確認（最終退出者と同伴者）

無駄なコピーをしない／不要な資料の削減

再利用の促進（コピー用紙裏表利用

不良品を従業員で持ち帰ることで廃棄を削減

包餡スキルの向上による生地の廃棄を削減

混合廃棄物の分別 → 産業廃棄物と有価物の分別を確実に行う

水使用量の削減

節水の徹底 → 工場内の洗浄用シャワーヘッドを節水のものに変更

地下水の利用(長野工場のみ)→ 庭の散水・野菜の洗浄等に地下水を利用

食品リサイクルに関する取組

分別の徹底 → 野菜の端材は可燃ではなく確実に生ごみ入れに投入し

再利用できる資源を増やす

FOOMAへ参加 → 生ごみ処理機の検討

直富商事様・原山商会様相談→ 有価物として回収いただける業者様を検討
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一般可燃ごみ削減 →

(3)

(1)

電気使用量の削減

ガソリン、軽油使用量の
削減

灯油使用量の削減

(2)

廃棄物排出量の削減

節電の徹底

食品廃棄物の削減 →



7. 環境経営目標の実績と評価

長野工場 鬼無里工場 全社

kg-co2 240,661 268,849 198,864 467,713 51 〇 83 〇

使用量 L 334,741 593,600 327,852 921,452 36 98

排出量
kg-
CO2

129,880 230,317 127,207 357,524 36 98

使用量 L 1,899 2,770 69 146

排出量
kg-
CO2

4,899 7,146 69 146

使用量 L 3,489 4,896 71 140

排出量
kg-
CO2

8,094 11,359 71 140

使用量 L 1,332 1,414 94 106

排出量
kg-
CO2

3,317 3,521 94 106

使用量 ｍ3 8,469 6,205 7,992 14,197 60 94

排出量 kg-co2 52,592 38,533 49,631 88,164 60 94

一般廃棄物（㎏） 廃棄物 10,143 21,090 8,894 29,984 34 × 88 〇

食品廃棄物（㎏） 廃棄物 6,765 6,371 722 7,093 95 × 11 〇

産業廃棄物（㎏） 混合 kg 30,324 14,350 31,560 45,910 66 × 104 ×

購入水道量 ㎥ 4,045 3,610 3294 6,904 59 × 81 〇

2022年度実績の評価
(1) 電力

鬼無里工場は製造数の減少に伴いエネルギー消費が減少している。

テプコから中部電力に変更したことで二酸化炭素排出量が抑えられた。

長野工場では冷凍設備や空調設備に大きな電力を使用していることが判明した。

(2) 軽油、ガソリン

新工場への商品の行き来が増え、ガソリンと軽油は増加。

2トン車を購入し、鬼無里工場と長野工場のピストン輸送を行っていることも原因

(3) 灯油

灯油暖房機を工場内の一部でも使用した。

外国技能実習生の寮で使用する灯油量が増加のため。

(4) 上下水道

鬼無里工場は製造数減少に伴い使用量も減った。

長野工場は地下水を利用していることもあり、上水量は製造割合に対して低い値であった。

(5) 産廃物

長野工場では野菜くずなどの有価物を引き取っていただける業者が見つからず、可燃ごみとして処理している。

回収業者を引き続き探し、自社で生ごみ処理機の購入を検討している。
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×

〇

鬼無里工場達成率 評価

〇

×

×

2022年４月～２０２3年3月

×

×

×

×

CO2総排出量（kg-CO2）

電力*1
（kWh）

1414

11,359

4,896

7,146

2022年度実績
評価

廃
棄
物

　※中電力ミライズ　2021度二酸化炭素調整後排出係数　0.388kg-CO２/kＷhを使用

×

2,770

3521

長野工場※発生量6371㎏、再生利用量0㎏、再生利用の実施率0％(現在再利用業者を模索中)

2工場合計達成率2022年度目標単位項目

鬼無里工場※発酵生地は資源として再利用が困難なため除外。発生量5889㎏、再生利用量5116㎏、再生利用の実施率86.9％

再生利用等実施率

上下水道
（㎥）

軽油
（L）

ガソリン
（L）

灯油
（L）

プロパンガス
（㎥）



9．環境経営活動の結果と評価、次年度の取り組み
◎よくできた　○まあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評価

環境経営レポート

・エアコンフィルターの掃除 〇

エアコンのタイマー設定 ◎

・フライヤー/休憩時：節電モード　昼休み時：電源オフ ◎

・OA機器適正管理 ◎

・休憩室(男・女)　休憩中以外は照明オフ 〇

◎

２．LPG使用量の削減　(基準年比14%削減）

・夏季の手洗いは設定温度を下げる 〇

・使用量、使用料金の把握と掲示 △

３．ガソリン使用量の削減 △

・社有車の日常点検、使用都度点検 〇

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止） △

・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗） 〇

４．軽油使用量の削減 〇

５．一般廃棄物の削減（基準年比2％削減）

・ゴミ箱周辺の見回りチェック 〇

用
水

6．水使用量削減 （基準年比5％削減） 〇

7．環境保全活動の推進

・信州子ども食堂への寄付 〇

・長野日大の生徒さんと交流 〇

8

・身の回り/職場の整理・整頓（毎週） 〇
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活 動 計 画 取  組  の　結  果 次年度の取組

達成できた

温暖化傾向なので早めに夏タイヤに変えた 冬季も次年度も継続していきたい

今後も継続して取り組みたい

計画通り実行できた 今後も継続して取り組みたい

・工場稼働時間の短縮 稼働時間が短縮した 今後も継続して取り組みたい

掲示ができなかった チームスなどで共有する

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

月に1度ほどできていた 今後も継続して取り組みたい

男子休憩室で消し忘れが見受けられた 今後も継続して取り組みたい

計画通り実行できた 今後も継続して取り組みたい

自動節電モードに設定 今後も継続して取り組みたい

記録することが定着した 冬季も次年度も継続していきたい

急発進・急ブレーキなどは達成感があると感じた マニュアルの配布をし継続した取り組みを行う

使用量が増えた

廃
棄
物
削
減

リサイクルできる物は回収していただいた 今後も継続して取り組みたい

社
会
貢
献

お弁当50セット分のおやきと容
器を寄付した

継続して活動する

子供たちの考えたおやきの実
現

継続して活動する

業
務
改
善

長野工場へ持っていき直富商
事様に回収していただいた 整理整頓を維持していく

目標値の見直しを行った

自動水栓や止水しやすいものに
変更した

今後も継続して取り組みたい

軽油を使用する車の使用頻度が減ったため 目標値の見直しが必要



10．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価、並びに違反及び訴訟の有無

　(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

　当社の業務に適用となる義務規定（一部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等とその主な内容、

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類、等 判定

・廃棄物（汚泥、廃油等）の適正処理の徹
底

・契約書、マニフェスト、帳簿の記載

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書
の提出

フロン排出抑制法
業務用エアコンの簡易点検・定期点検の
実施、記録

現地点検記録 〇

容器リサイクル法 発生抑制と減量化による最終処分の減少 届出書・管理記録 〇

食品リサイクル法 発生抑制と減量化による最終処分の減少 〇

消防法 灯油タンクの届け出 届け出書類 〇

　(２) 違反及び訴訟の有無

　上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守していることを

確認しました。

また、過去3 年間、関係各機関から特に指摘・指導は無く、訴訟もありませんでした。

11．経営者の見直し評価と指示

【取り組みの評価】

結果として鬼無里工場における廃棄物削減をすることができた。

電気使用量について従業員への共有が不十分であり目標達成に至らなかった。

【今後の取り組み】

２拠点の生産となったため目標設定を見直す。

生ごみの有価物処理の実現を図る。

廃棄物の量、電気使用量を社内で共有し、従業員の現状把握と意識向上を図る。

【実施体制】

環境経営方針 ☑変更なし　□変更あり　　備考：

環境経営目標・計画 □変更なし　☑変更あり　　備考：２工場となり目標数値を見直した

実施体制他 □変更なし　☑変更あり　　備考：

-  9-

注）チェック欄…〇遵守　×不遵守　　

廃棄物処理法
契約書 ・ 許可書

マニフェスト
〇



12．活動事例紹介
① 須坂高校の生徒さんに職場体験をしていただきました。

② 県道沿いの雑草やごみの回収を行いました。
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③社会科見学の小学生の皆さんに商品にならなかったおやきをサービスとしてご提供させていただきました。


